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ュ；（111；ノゾ戸医午前＼~;nr；外科教主（ミ1任 近1fJ,i;1~虫、数J:X:)

同市兵 W!M誕 ffi （所長 1J•Jll g七fil¥r.¥i I:) 

Jiff ~I ·校’l占 中 谷朝之

(/J;ffi：：；・叉f.J' !Ill f112B!.J'・ 1 JJ 7日）

On the A<lrencnal F1mctiont; in Pt山n1mal',YT11berculosis 

From the Orthopedic, Di1・ission, Kyoto Uni1・crsity ~ ［cdica l School 
(Director : Prof.Dr, Ersar. KONDO,) 

Ly 
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Epinephrine response, the quantitative determination of 17 KS in urine, Thorn’s test, 

and Rott巴r’sreaction were tested for the purpose of examining the adrenocortical functions 

in pulmonary tul:erculosis. Comparing the functions of the adrenal cortex, the patients were 

classifie.d in two constitutional groups・“自abbyヘ“notflabby”and in three symptomatical 

groups： いfaradvanced’＇， "moderately advanced ”， H minimal ”. In addition to these cli『

nical tests, we made an experiment upon guinea pigs vaccinated with tubercule bacilli, 

observing the chemohistological findings of the adrenal cortex. From the above experim-

ents we may conclude as follows. 

A) Clinical experiments 

1) Adrenal medulla: The function of the adrenal medulla of“not flabby”group may 

be inferior to that of“丑abby＇’， the “far advanced”may b巴 inferiorto that of the“minimal',. 
2) Adrenal cortex. : The function of the adrenal cortex of “自abby” group is ob¥'i-

ously inferior to that of “not flabby ". 

B) Experiments upo口 animals

1) Adrenal medulla, The quantity of epinephrine in the adrenal medulla decreases 

depending upon the progress of the disease. 

2) Adrenal Cortex ・ The hypofunction of the adrenal cortex may be observed from 

the五ndingsof the sudanophils and ascorbic acid (Vitamine C）・

第 I報臨休実験髄質編

緒 －き
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副背2は1543年解剖J学者Eustachiusに依り発見され

たが1855年 ThomasAddison がアヂソ y氏病を確立

して以来，此の!Ii.綜は漸く一般の注意を引く に至っ

た． Brown Sequardは1856年副肖機絡の問題を生瑚

的研究の対象左し，副ぽ内分濯機fJ~の存在を認めよ う

としたが，一般の承認を得るに至らなかった． 然るに

J894年 Oliver,Schaferが副i年エキスの生想作用を発

見して以来初めて化字的研究の進歩を来し，1901年高

峰氏は有効物質を化学的純枠に分雌す〈斗Jに成功し，

之に Adrenalinと命名した．此のホルモンは髄質Jillち

グロ【ム親和系のホルモンであって，循環系に対して

血庄充進，心臓機指向上，叉物質代謝の国に於ては矯

賀代謝に関与する等，箇々 の主主理作用を有する．その

後一般生想学者の興味（t.Adrenalinのみに向けられて

居たが，1910年 Biedle（工皮質よ りの有効物質即ち皮

質·l~ Jレモンの抽出を企て，Jl)J:＼～1935年にかけてGr-

ollmann, Firror, Kendall等fti毛に純結晶性の物質を

得るにで笠り，木物質が Steroidであることが確定し，

皮質よりの Steroidを一般に Corticosteroid叉1t.C-

orticoidと呼ぶに雫円た．続いて此の CorticoidIi単

純のものでなく， 多E電顕あることも判明L，その生想

作用心中最も重要なものは塩鎖代謝，糖質ti¥:謝調節作
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用であると見倣されるに至った．

さて，結後症の進展に伴い，副肖の皮質及び鎚質に一

定の退行変性を＊すことは既に高危氏H）に依り聞かに

されて居るが，此の際同氏t主総貿中の Adrenalin合引

が著明に減少することを立在した．叉Regan.~ 内定氏・0

等は皮質ホルモy と結核症進展の関係に就いて興味深

い所見を発表し，軍事木氏Jf't肺病変に対するACTHの

影糾を報告して居るが，是等も同様な純騰に属するも

のであろう．いづれにせよ結核症の進展に際して皮質

及び髄質が一定の変化を受け，分協機能に~る種の変

調を来すことは推定に難くなL・.DPち結阪症に於ては

変調ぜる副t与のホFレモン作用関与の下に，彼の複雑な

結核症像の一部が規制せられるものと考えること も出

来ょう．併し臨臥的に結核疲と副ぼ機能の関係を推知

する事は実際上仲々容易ではない．そこでμは次の様

な観点から此の問題を解L、て行こうと考えたのであ

る．以下その思念の発展経過に就いて述べる．

一般に緒段症の如き全身性疾尽に於ては肝心背胃腸

等生命維持に必須な臓音寺は，その結核症の約機のj笠民

に応じて機能に変調を，~，，すことは周知の通りである．

従って出b結核症に於ける副；＇fも問主義な運命の下に置か

れるものと想像されるので，結伎の病機と副ぽ機iJ島と

の関係を一応検討し，特に結核と干狩接な関係があると

云われる休質のに関してもホルモン環境］）の観点から

言命ずることは興味深い事とも考えられ， 叉文献的にも

殆どその記載を見出し~iないので，共々此れが解明を

企てた．併しながら体質の問題は極めて広範でその全

般的！巴握に歪つては臨淋家のよくなし得る践のもので

ない．そこでf;J.は向題を狭く限定し，これが直被に臨

肱的に役立ち得ることをfJ的として先づ症例の休霊的

分類を試みた．そして此れを便宜上Past邑s,nicht 

Pastりsに区別し，両者に就いて観察を進めて見た．さ

て此の休裂と皮碕色素沈着状：'iH－を比較した処，その

聞に一定の関係があるこ とを推知UHf，ι， （後述）尤

も色素沈着がl必下主主休ホルモy，副（f-ホルモン等に符J

接な関係が存することは交剤、的，mに既に知られ

て居る処である．彩、は Ratters】氏反応に依りピタミン

C代謝の状況を窺知し，更に高1];'1機簡を検！？した所，

此の成衡が皮府色素の沈着状rt~ と一定の関連性を有す
ることを縫定することが出c'f：た． （後遺）それl技法等

の検育成績からも本症に於て副（f機im一一鎚賀茂び皮

質機絡にある種の変調が存在することは推察に灘くな

い．そこで先づ髄質ホルモンの点より臨湖、的に副＇i'i機

自包の状況を知らんとしたが，人休内の Adrenalinはそ

の化学的定盈が臨j休家の容易に実施し得る範囲内にな

いよに， i直核的に副i'1機能を立雪置するものでないの

で，私（'tAdrenalin投与法に依ってその彩緋を検査

し，参考とするに止めた．文皮質ホルモンの点からは

近時皮質ホルモシの代謝建物を尿中より化掌的に定i注

したり， ACTH注射に依る血中好酸球数被少率測定・0

等により，一層直接的に副首機能の一斑を窺知社l非、る

ようになったので，此の検査を実施した．此等両者の

成績に立脚して肺結協症の副育機能を推知せんと試み

たのである．

実験方法

I症例実験に選んだ患者は国立兵庫療養所入所

中の男会夫々20名句で年令は20～30才のものである．

t a) 症状別，米国防核協会の分類法師に従って軽

症，中等1苦，重痕と区分した．

( b) 休W!別，外観上Pastas,nicht Past凸sとに分

け，更~＿＇£＿之を 数弘的に表現する為め科、型指数に依った．

そして体型指数に就いては従来Rohrer指数， Pignet指

数等種々の指数が考案されて居るが，止t等ft何れも体

重が加味されて居h 消耗性疾居。を論ずるに不適当で

あることが山岡氏により指摘され，か Lる疾病には同

氏提案による新体型指数10)

3×H匂廊左右盗xH旬廊前後径x102／身長xH旬廊長

が適当と考えられるので，私も此の新休型指数を採用

し，身長，胸邸長， H勾成前後径，胸臨左右径より算出

して之を記載することにした．

Il 測定法

1）脈問数早朝安静時ffJJi払牧にて焼骨動肱の持数

を 1分間測定．

2）血圧肱涛測定後同じ努努lのま h右腕につきリ

メロヅチイ型血圧計にて測定．

3) 血糠値早朝安静空腹時，目立製検糖計を使用

しCrezelius-Seifert氏法lllj・こより測定．

4) Adrenalin負荷試験三共製 1000倍 Adrenalin

0_3ccを上記測定終了後皮下注射．

5) 尿中ウロピリノ｛グン 一般成蓄の記i鼓通り実

施．

向島民舵JfW~試験あらかじめ何臓機能に著変の

ないことをスルホサリ チル酸法でl佐認後，高矯氏·~ －の

i'J：によ り実施．

検査事頃の意義
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Adrenalin負荷試験は負雨前後の肱涛数，血圧， 血

料値の変動によaって肝臓グ HコーグY貯蔵量との関連

の下に髄質ホルモン分泌の欠損又は充足の状況を推定

し，尿中ウロピリ r，ーグシ，馬尿酸形成試験は肝臓機

自主降践の程度を血糖値との関連の下にfa選せ んと し

Tこ．

検査成績

第 1～3表に一括して示めしてらるが簡単に説明を

加えると次の通りである．

表の司iで奇数番号症例は Pastes,｛局数番号症例は

n icht Pasti:isの休型居者，症例U＠③＠＠＠は重症，①

⑦⑮＠③l’Z怒症，他fl中等症であり，第1きお2表（叶、

型的区分に依るfiY.ft"'i表で，第3表は症状的区分による

成績表である．

叉検査成績に就いては，その症例数多く，検査事項

も多岐にわたって居るので，各症例につき第 1～3表

よりその仰を此処に再録して説明を加えても却って繁

雄となり，読者を徒らに混乱に導く恕：れがあるのでや

むを1Hず次の公式，二依った．

1) Adrenalin負荷j前

.!fr:.開依： Pastes群（以下PGと略記）の平均値を x,

nicht PastOs群（以下nPGと略記） の夫れを y，不

尿分散そu¥u宮2.，分散比をFs民母分散を 01;;2，母平

均を夫々m1m2とすれば，

X =9~1 y =85 U12=104 u?2=168 

Fs u'!" 168 
戸 ー ＝ー .＝1.6
0 l12J 108 

然るに F”2リイ0.05)=2.16人 f>Fs依って 61= ;;2 

依って母平均が相等 しいと仮定すると （帰無仮説）

t分布を利用して検定する と，

り1-85
W2 1979+1702 , t ＝一一一一ーゥー＝キ2.85一 一ー ＝96, I 

2cf+2o-2 vり（，x'¥J寸5

自山司王測に対する t の 5%の値は2.025で~ 1;,, 

放にPr! It i主主2.85}< 50(, 従って m1宇m2,

x > y 

従って PGの.n'rr待値は nPGの夫れより高いと云い得

る．以下問機な惟計当主的検定13）を行う．

血圧： j最高最低血1至（以ー！なIax.》Iin.，と田書記）はPGが

nPGより商く，！泳持はPGnPG聞に有意の差を認め難

L、．

軽症中等症の聞に（tJt.EE'fv'k:f市，1:'1Wli:'i'.ir；二著明な廷

を認め娩L、が，軽症と重症む聞にグ：てf・nモヵ司l-l＇・， られ

い 則ち.11'.1lti.l'.(11'i，血庄（：＼bx.,Min何れも） に於ては

重症の方が｛民く， E永J守に於ては重症の方が多いと云い

得る．

2) 負；i~lO分後

血医： PGnPG何れも＼fax.f'i上昇， i¥Iin.は下降，

肱持数： PGnPG何れも僧加，増加度はfr!ij者に差を

認め難い． 症状に関せずl泳持は憎加，血圧は Max.上

昇， i'viin下降し，重症の肱持数は軽症より多く，重症

の血圧は軽症より低い．

3) 負荷60分後

並滞債はPGnPG何れも上昇，血圧の比較はMax,M-

in，何れに於てもPGはNPGより高い．症状に関係なく

血糖値は上昇し，その上昇度を比較すると，重症は軽

症よりはるかに低い.Max.i¥Iin.共に重症は軽症よ り

低いが， 重症の除持数＇.t経症よ り多い．

4) 負荷180分後

血字阿値，止'IE，除問は負荷前に復しつ込あるが血待値

に於ては口PGはPGより高く， Min，に於ては nPGft

PGより高い， li!Pち負和j前と反対の関係にあii.nまt事
数l二1t:ては PGNPG聞に著明な差はなし．症状に関

係なく血糖値，血圧，肱持わ負荷白iiに復しつ込あり．

総括並びに考按

40名の3~ 結後円1；，；者に対して Adrenalin負荷試験を符

い．その庇的自i'i，血.tE，肪〈持数に対する反応をこつの

点.NPち体型，症状から観祭した結果， PGnPG何れ

もAdrenalin負荷により血符値上昇， Max，上昇， Min,

下降が認められ，その時間的に上昇下降する程度ft隊

常な推計学的検定に於ては有意の差を認め難Lゅ；，負

荷前にはPG！主nPGよb血fl!:{pι 血圧に於て高く，60

分後に於ても同様であり，180分後には之と反対にnP

Gの血機値，血圧が PGより高い傾向を示めす.Jlllち

Adrenalin＜！：：.反応B(に於てはnPGはPGより低い傾向

が認められた．叉症状に闘しては寧症の血締値，血医

の変動it軽症よ D低い．一方検査の結果関臓機能障得

度はPGnPG聞に著明な差はないが，重症は軽症よD

Mi碍度が強い. t/.Jお先人・0わ動物7l'.！＼·~に依ると結｜亥の

f内1幾lこ応じて副，：frドの Adrenalin含i仕が減少する事ヵ：

明かにされて居るので是’午の事から判断するに滋賀機

能低下度をよt絞すると nPG（主PGより著明，重症は軽

症よりその度が’盗い傾向にあるこ とが推測されよ う．

Sayers1'lに依ると髄質の分泌する・Adr・enalinI I光つ

下•！H·Pこ作用し，下昼休より ACTH を分泌せしめ，此

の人CTI-Iけ＇）；に皮質よりACH（皮質永ルモシ）の分泌
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軽症例

用に於て巾状腺と？密接な踊係があるので，此の点を考

慮してみると， Adrenalinの作用は甲状lj府iミルモンに

依り増j盆されωので，髄！質機自告の比鮫的芭盛なPGI1 

甲状腺の機能力：2寺干i域退する事に依つて生l体の全身的

生E堕平街が保j守されて居；.：， とも主3とらt-i乙．そして甲

状1車機H

で，鎖質機能の比較的混f併な鼎fkUの付、閣がFastosであ

以上

PGに比して当然 ACTHの分泌も減退してf,1；ら為八C

lI(工充分分'fl/:・されて居るめではなか人 うか．則ち務質

機能低下のある nPGは皮質機能Iこ於ては1、日ってPGよ

り勝って居るであろ うこ とが想像されよう．併し症状

に関しては，震症は当然全般的に機管ヵ：事寄る しく仮下

し℃居るので刷る関係は見l, ~ L F，目由貿皮質｛耐Lii,機

能低下が考えられるのであム一方副肖はその生昭作



肺結核症に於ける日lj腎機能に就いて 137 

肝臓機能試除成縦（重症軽症の対比） 引 用 文 献

症症例及ZびtIゲワ γロヒソノー｜｜ 尿蛋白 ＼•＇~~廊殴形fl)(，ま% 

⑬ 霊症 （＋） （一） 28 

⑮ ，， （＋） （＋） 31 

＠ ’P （＋） （ー） 30 

⑧ ’P （＋） （ー） 30 

⑩ ゲ （＋＋） （ー） 。
①軽症 （ー） （ー） 53 

⑦ ，， （士） （一） 55 

⑬ ，， （土） （一） 62 

＠ ，， （士） （ー） 65 

＠ゲ ｜ （一） （ー） 70 

ることは此の甲状腺機能低下に威る程度の関連を持つ

とも考えられないであろうか．

結 ;;.o・
自問

1) nPGの Adrenalin反応度は PGの夫れよ り低

い傾向が認められる．

2）重症感者のAdrenalin反応は軽症慰者の夫れよ

り低い．

1）森茂樹：内分泌学； RP,23，南Jll'.=it. 2) 

三宅俄：最新医伊； 4,689. (1919) 3) R-

egan : Proc. Soc. exp. biolog. Med ; 72, ( 1950) 

4) 凶宙金三郎：線合医学； 8,10.附26. 5) 

イ佐木秀次郎：第3回日本医師会設立医学大会議iiil

集；附26. 6) 大型後手苦・肺結核； ffP,25，診断

と治療祉 7) 鈴木権太郎：ホルモ：； ; R{',21, 

日本評論社 8) Rotter: Nature;. 139, 717. ( 

1937) 9) L. Recant et al : ]. C. E. 10. 2 

(1950) 10) 井上硬：日本人の栄養；昭23，永

井書店 11) 金井泉．杉川保： i続休検査法提

要； IP,.{23，日本医書出版株式会話t 12) 高橋

忠敏：日本臨休； 5,9. P1J23. 13) 高橋i釘L

ごl:O巴－!11＼：医学及生物学研究者のための推計さ手入

門； 1951，医学議院． 14) 高亀良樹：結核 i3, 

1028.大TI:14. 15) Sayer.s：医与の歩み； 10,

5. PP,25. 16) 砂原茂一 ：日本臨休結核；】0,

12. P:l26. 

第E報 臨；l本実験 皮質編

緒

1855年英国のThomasAddisonが今日のAddison’s

diseaseと称せられて居る疾患と副l肖特に皮質との聞

に宇野接な関係のあることを提唱して以来副·~tは大いに

挙者の注目を引く所となった．其の後高峰氏の髄質ホ

ルモンたる Adrenalinの発見に依り皮質の研究は一時

中断されたかの観を呈したが， 1910年Biedleは実験的

に皮貿易U出が動物の死を招く事を報告し， 1925～1931

年にRogoffand Stewart, Hortman一派，Swingk

Pfeiffnerに依り副l肖易l]li¥動物の常命延長をなし得る

皮質有効物質が隙続と発見されるに4さった. 193：~～ 19 

35年に於ては Grollmanand Firor, Kendall, Winte-

rsteiner等が遂に斯る物質を結晶性に純粋分離するこ

止に成功し，本物質が Steroidなるこ とも判明した．

皮質よりのSteroidを一般にCorti.coid又はCorticoste-

roidと呼ぶが，此の Corticoidは単一なものでなく，

25僚願以上の Sterin休化合物が含まれ乙ことも解明さ

れたのである．

従来皮質脱務症状とそれに対する皮質有効物質の効

果から知られて居る生湾作用は副時刻出動物に対する

生命維持作用，成長及び体重紡持作用，電解賀代謝，

循環性虚脱， 含水炭素，~白，脂肪代謝， Stress に対

する抵抗性，筋肉作業力，解毒作用等が挙げられて居

る.Kendall,n Inglee＞に依ると種々の精製叉は合成さ

れた皮質ホルモνの生湾作用を検討すると， Cyclope鴨

ntanophenanthrensystemのC11にO又はOHの結合し

たCorti.costerone型ホルモシ とCntこ夫等の結合のない

Desoxycor・ticosterone：型ホルモンで，目lij者の聞には著

るしい差のらることが知られた..!ti町西1lj者l"l主として

糟N:白代謝， Stressへの抵抗性，紡作業力に関係し，

後者は電解賀代謝，循環系内水分調節作用，徐命純持

作用に関係が深い．従って皮質ホルモシには Cortico-

sterone型とDesoxycorticosterone型の二種類あるこ

とが推測されるのである．是うね主化学構造より見た分

類であるが，主主瑚作用の点から見ると，多種多様な生

期作用中辰も著明なもの二つあり，Jl[Jち塩類代謝調節

作用と， 絡賀代謝調節作用で，首1lj者を主とするものを
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Mineralocorticoid，後者を主とするものをGlucocort-

icoidと呼ぶ．

Mineralocorticoidの作用は Na,CJ及びikを組織に

蓄積せしめ， Kの排ii止を促進するにある.Addizon’v 

diseaseの『寺Jこ（＇：！：＇＼ a,Clの減少及び水の負問納が起り

Kの議積を見るが，肺結核に於ては塩績代謝匁〉｝こ関し

て古中、多くの研究があるが，その成慣は区々で米ti一

定の緒論を得るに至って居ない．

Glucocorticoidはアミノ酸からの崎の新生を促進す

る他に，末陥組織：こ於て鰐の利用を抑制して Insulin

に措抗する．その結果 Glycogen議積を紹れする．叉

含7.I<.炭素の利用制限に伴って脂肪の動員及び利用が増

し，斯くして含水炭素材蔵を保持し，従って飢餓又は

含水炭素欠ー乏に対する抵抗が浅くなる．

Corticoid の代謝に就いてはれだ不明な点も多々あ

お ：，Cortie耐の代謝産物と推定されるもので尿中

広三正明される構造の明かな Steroid中第一に挙げる可

をきものは所調17-Ketosteroid( 17 KS）で，尿中17KS

の大半は副肖皮質に由れすると推定されら．従って尿

中Cortico id排地世の多少と17KSの夫れとは略々平行

すると云われて居るので， 17KSfJl'il!!:i止は高IJ待機能を

示す有力Jlつ直接的な示擦のーっと見倣し得る．事実

CortisoneやA巳THを投与すると17KS排;11t量が潜すり

ともえわれて屑り，止tの事以叉皮質機能検a賓のに応用

されて居る. Corticoid 及びその関係物質の尿中排~Jt

監を化学的に定・J1lするこ とは可能で，その鍾元物質の

測定7】8）裁はj笛沃素咲：こよ る酸化で中「る 17KSr•＞の淵lj

定，その他 Daughady10＞のi'J；等が宇lli1iされて居る．そ

の他に副将皮質機淀を推定する方法として S2時間中

Na, Clを強く制限し， Kを投与し，方；j;去の4時間の尿

•l•Na. Clを定地する Cutler＂＞の法等もあ んが，実験中

グリーゼを起す危険があるので注意が肝要である．付宝

物掌的な方法では Selyeand Schenkel＇ヲ＞：・こ依るCold-

Protection-Test, Reineckcl~＞の Glycogen-Depos isiti

on-Test, Bergmanの法， Dorfmanの法，Eggleston

の法等がある．今日臨駄上疑も簡易に行われるのは

Thorn’s test’oと して知られて居る方法であ九う．

私は第一報に於で髄質機u伝（’就t、て論じたので，本

編に於ては皮謝機1'j日’専らの対象とし我々臨）林家が現

下j最も簡易磁実に実施し似る方法－-a_-JHl、て観察した．

f,'.j訓告誌に当つては第一報tfllJtfi：こ先「肺結tM京の荒状

を眺めると共に休質の点をも考i・1iL，此の体質をPas-

tos, ncht Pati:isに分けて考察した．叉ピタ ミ；：，－Cと皮

質機能は宇l'，＇接な関係がある と言われ， 一方入聞の皮膚

色素代謝は皮質ホルモ ンの~苧rを受けることがGroll

man＂＞に依り報ぜられて居るので，此の際皮筒色素沈

着状態をも併せてH必然した．

実験方法

1) 症例実験の対象に選んだ症例は｜ヰ立兵庫療養

所に肺結核症として入所中の年令20～40才の男子患者

23名である．是れを米国結核協会の分霊園に依り区分す

ると，重症 5中等症12，軽症6名である．体型的に分

類するとPast凸s群（以下PGと略記）は9,nicht Pas『

tos群 （以下nPGと時記）は9名あり，此等を数量的に

表現する為第）報に於て使用した山岡氏の新休期指

主kJH)= 3×胸邸前後径X11向廊左右径×102／身長×1句協

長を記載することにした．

2) 皮，，可！＇＇＼素~着状態の判定法前関内側D皮膚の

角を比較しf，乙．標準として健常人10名の前湾内側の皮

絹の色を検討した結果，著者中谷のf-!'!.が特に黒くもな

く叉白くもtel、事が判明したので，著者中谷の前隠内

側わ皮膚の色を襟準として之より黒いものを然， 同等

叉はより白いものを巴1として判定した．

3) 尿中17KS'.iE量法 Zimmermann反応』；）を応用

する Drekterの法問〉に依った.J;!fiち次の操作による．

①尿より l7KSの抽出.21'1寺問尿の中から20ccをとり

6 ccの濃敏散を加え 80°C30分間水解せしめ，冷対・後

そのIOccを分液溺斗に移し， 2.0ccの麻眼用エーテルを

加え30{li間際議後尿を捨て，28ccの10.%NaoH及び蒸

潟水20ccで10,(tt聞各一凹づっ深う．斯くして得たエ戸

テルJOccを別の容訴にとり エーテルを蒸発せしf、る．

①Zimmermann反応 0.8ccの1,%m-Diniirobenzen 1 

ルコール俳波及び 8NKoH0.<1ccを上記抽出物に加え

2:'i c 20分間水浴中で反応を促進せしめ，然る後之に

（周方71レヨ｛ル） 3・（水） lの割lに稀釈したアルヨ

ー ル2cc安加え i1~ l<Jiilk と する. Dehydroisondrosterone 

のアルコ ー 凡 M‘；＇｛~ ~：隊準決として光電比色計に依って

比内定弘中る．此の際 interferingChromogenに依る

過評価fil二対してはFraser川の工夫した補正式により補

正した．

正常人5名に就き本法で測定した結果平均値は17rog

/d;iyで，是れは i¥!ason＂＇＂の村i；告す乙｛由・fこも槻ね一致

するので，此の前を刀：：·1;1·11a~傑i准とした．

I) Thorn':; test.川共製1000{;¥Adrenalill'0.3cc 

を皮下注射する．注射前採血，白血球用ピベットの0.5
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の目~ま・5血液を採り， 2%11<溶性エオヂン液Sec， ア

セトンSec，蒸溜水100ccの混合液をピペットの目居住ま

で採り， 50回静かに振り， Fuchs-Rosenthal氏計算燃

に依り釘酸球数を算定， 4時間t後再び同様な操作を行

L・，女T酸E事．数dコ減少さ与を求め， 50%以下を病的と判定

した．

5) Rotter氏反L亡、どr) ~M 2-6Dichlorphenolindop-
400 

henol液0.lccを思者の前簿皮内に注射し，注射後25分

以内に青色色素の消失した者を正常， 25分以上を要す

るものをビタミンC欠乏ありと判定し， 5分毎に皮内

色素消失度を観察し，その消失所要時間（分）を以て

ピタミンC欠乏度を示すことにした．

実験成 績

第4～5表に一括して示しであるが，是れに簡単に説

明を加えると次の通りである．表の中で宇野数番号店例

はPGに属し，偶数番号はnPGt二属するものであり，

①①②①⑬⑮は軽痕，①＠①立＠I§①④③＠＠⑮は中

等症，＠®~~＠Ii重ffF. （第5表）の症例である．

1) 皮膚色素沈着状態 PGは大邸分色白く nPG（主

黒L・（第4表）．症状の点からは一定の傾向は認め難

い（第5表）．

2) 尿中17KS排減量PGnPGに就き推計掌的検定叫

を行うと次の通りである.x, yをPGnPGの平均値，

u21日ちを夫々 の不扇分散， 01IJiを夫々母分散， m1m2 

を母平均とする．

主＝11.8 y = 14.7 u21=13.2 u22 = 10.l F3 = 1.2 

F88(0.05) =3.44 人 F8o>F ム Z1=o• 依って

ι 2.9 
106.1+810 ts＝一一一一，.－：；；－

w = 一一一一一一＝11 7 w = 3.42 . / 2 
16 3.42¥/ ~－ 

=l.81 n=l6では t=2.120 (<X =5%）人 m1=m2

従ってPG.nPGの聞に有意図2差を認め難い．併し匁＝

10%とせばPGnPG聞に有意差あり，即ち nPGはPG

より 17KSの排池：量：大である．同様にして軽症は中等

症より排池量大であることが指摘出来る．殊に軽症と

重症の聞には第5表の示す如き一貝取T然たる差が認め

られる．

3) Rotter氏反応 PG. nPG聞には公＝10%では有

意の差らり，！！PちPGの方がnPGよりピタ ミユ〆C欠乏

度が軽い傾向あり．重症ft:経痕よりピタミ ンC欠乏度

が著しL・．

4) Thorn’s test PC. nPG聞には有意の差を認め

難い．重症は軽症より遥かに好酸E求数減少＊ーが｛氏い

総括並びに考按

私は23名の肺結核患者に対しその皮樋色素沈着状態

観察，尿中 17KS定量，好酸主主数減少率測定， Rotter

氏反応によるビタミンC欠乏度測定を行って，，之を休

型と来状の両者から考領して次々事を知うた.1）子

astiisな患者は一般に色は白 く， n｛~hl,Past_i:i；；は黒L ・・
2) l7KSはPGnPG聞に差を認め難いが， 'io.%む危

険率を許すとすればPGの方がnP,Gよりその排池量が

少＼.・，即ちPGの方がnPGより皮質機自信低下の傾向が

窺われる，症状の点からは聞かに童療の方が軽疲より

機能低下が認められる.3) Thorn’s testでは PGと

nPG聞に差を認め難いが，転結，中等症，重症の／I院に

差あり，軽症が最も好酸球数減少率高い.4) Rotter 

氏反it；、！！I内ビタミ ンC欠乏度に就いてはPGnPGに於

ては10%の危険率を許すとすれ｛まnPGの方がPGよ｝」

欠乏度が高いと云L、得心．症状tこ就いては重症の租6
軽症より欠乏度が高い従づて皮質機能に関してはi
躍は軽症よ り明かに機；］~低下が認められ， PG と nPG

では隊常な推計学的意味では有志ーの差を認め難いが，

PGの方がnPGより幾分か機能低下の傾向のあること

が窺われるのである．

さて第一報に於て私はnPGがPGより Adrenalin反

応性低下を認めたが，ピタミンCは AdrenalinC作用

を隙活すると云う笠原油叫西沢氏引等の実験を考える

と，ピタミシC欠乏度の著明をnPGがPGよりAdrena-

Jin反応性C低下して居る事も理解し得るし，PGがn

PGより皮質機能低下の傾向を示すことは第一報に於

ける私の想像を立証する事であり，又Rotter氏反応の

成債より判断するとピタミ ンC欠乏度の比較的少い P

GがnPGよりf支質機詣低下の傾向を示して居るのは，

後者ではその皮質機能がより充進して居る為め，休内

ピタミ YCが副時中［て集中消費されることによ るもの

ではなかろうか．

私は，結核庖者に胸廓成形術，肺葉切除術，骨関節

の病巣！＃1＼清術等の外科的侵襲を加える場合，，Schockに

対し常に警戒せねばならぬことを経験的に知って来た

が，副将機能に関する知見の広まった今R，その原因

の一斑を副腎に求める事も出来ーるかと思われる.!!Pち

手術の際に一般症状の良くない痕例に Sohockが起り

易いことを屡々経験するが，此の動1献の憎悪度に

比例して副首機能が低下して居ることによるものとも

考えられる，文症状ヵ：甚しく不良でない湯合にも一般



~~ 2事足

与に当つては充分注意す可きは云うまでもない事であ

ろう．

結
;;ob 
函岡

ll PGの皮質機能は nPGより多少低下の傾向が

ある．

2) lll結局．者の技質機能は明かに軽症より低下して

居る．

第22tき日本タトll·3i~副

に Pastasな体型の患者tこ Schockを起し易いのは斯

る患者の皮質機能低下に依るものと考えられる．

依って結依居者に外科的侵裂を加えるに当ウては光

ず強者わ視診；二於て Pastas.nicht Pastas，皮崩色素

沈薦状態を鋭察する写iカ：;,t-i-必要で，適宜その状伶に

応じて皮質機能低下iftli足する意味で，ビタミン c,

ACTH, Cortisone, ,DOCA等の投与がなされる事が

望ましし．併し皮質ホルモンの大量投与は肺結伎をI曽

懇せしめるとら諸家わ報告湖沼7）日則的30〕もあるむで，投
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第聞報 動物実験編

緒言

副’m主形態学的にはご‘つの臓禄，副隊皮質腺即ち皮

質，副ピf髄質腺即ち勧貿から成り，両者はその形態性

状のみならず，発生学的にも異って居る．今其の構造

にj就き簡単にのべると，①描質．発生学的には外日科反

中交感神経系からその瀕を発して居り，皮質に依り1if!i

われ，副符上端には最も僅少，下端には最多量ーにあ

り，灰白色又は帯褐晴赤色で，グローム親孝JJ紙組組織

より成る．此の細胞には特殊なクローム親和性微細頼

粒がらり，此の~；粒が Adrenalin であることは緒方

氏。 に依り在明されて以来既に久しい．此の Adrena-

Jinに関しては従来諸家に依り極々の研究が発表され

て来た．①皮質．発生学的には中豚板系統でちる恰聞

来から発生し，構造上より矧ると，毛主状層，東状層，

網状層の三層に分たれ，をE状層は最外側の部分で小さ

い細胞の柱状に配列されたものが鰍江性薬に包まれ塊

状をなして居る．東状層は毛主状層の内側tこ作：し皮質金

量のが~%を占め， 5宇iに相接する長い放射状に排列され

た多数の細胞東からなり，此の細胞休には多数のリポ

イド頼位と， Giroud氏鍍銀法s；で黒俗色に梁色される

ヒタミシC穎i紛がるる． 一般に此のリポイド穎粒を皮

質頼殺とめ；し，その性状と皮質機能Q)fE[jには宇野援な闘

係のあるこ とがj最近諸家＇2),l)•)">)H）別 に依り発表されて

居る．網状層は皮質全体の約九を占め， 最内層で互に

吻合する細胞索から成り，その細胞は梢々小さ く，伎

は染色質に宮み，梁色性が強い．きて私（t.第一報に於

て肺結核痕に於ける副腎機1mを勧賓の点から論じ，第

二報に於て皮質の点から検討したのであるが，何れも

人体実験の関係上［直接副(fの姿を把握出来ない点， ｜編

制t掻搾の感あるをまぬがれ得ない，でそこで本編に於て

は結b東海犯に就いてその副背変化を直接観察せんとす

るものである．

実験方法

1）実験次序．実験に供する街猿は20聞の騰を選

び，是等の中15碩には京大結研より分与されたプラ ン

グアルト株人忍’結該繭ろ1oomgをO.lccの生涯的食塩水

に浮前せしめた蘭液のを腹牌皮下に注射，残りの5碩

じは対照としてカ！晴生理的食鰻J股 0.lcc注射し，同一

条件で飼育し，商接種後1月， 3月， F月目に5碩宛

屠重量し，副~1中 Adrenalin含量を化学的に定量し

方皮質中の脂肪頼位，ピタミ ンC銀穎粒の消長を組織

化掌的方法に依って観察した．

ff，］此の組械化学的検索主去に闘しては Ketosteroid頼

粒の多角的証明法を初め， Ashbetn＞の新染色法は極め

て興味深いものがあるが，実験器具及び試薬入手難に

災されて従来の方法に従わさeるを得なかった．

2) Adrenalin定量法

~1蕨一井上氏法，7）に依り測定，長Hち捌仕i した副腎に

硝酸昇衆水IOccを力nえ，乳鉢で充分研磨し，之を尚過

し，務波5ccに0.4ccのN,'10獄酸曹達溶液を加える．

(A) 

三共製1000情 Adrenalin・液 0.lccに水0.9ccを混じ，
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止tの溶液0.10ccに脱酸昇末水4.9cc,N/10商品酸釘達液

0.4ccを加える．規準液 （B) 

二種の液（A) (B）を別々の試験管に注ぎ70～日on

Cの水浴中に6～7分間誼き，時折振濯すると何れも

紅主駐するわで，上t色計にて比~定量する．

3) 副i'.1及び他臓訴む観察j去

副主fを側壁足するに当り，病変度を知る意味に於て抑

臓の重量，結核結節の有無tこ注意し，肉眼的に結節不

明なもむは組i哉書草木を検穴 Lt.乙. Adrenalin 定量には

副ぼに血液，その他周聞の組織の附着する事は好まし

くなじむで，刻illに際し周聞の血管，組織を損傷する

事の少い左側I)副符を以て Adrenalin定量用に供し，右

側副肖はGiroud-Reblond法的に依りま世銀，ホルマリシ

同定，スダyE，ヘマトキシリ ν梁色を行L・，ピタミ

ンC銀額Fι 脂肪羽粒の消長をid／穣した．

実験成績

実験成績は第6表，写真及びスケッチに依って示め

したが此処fて簡単に説明を加える．

1) （本軍飼育淵始時には全部機ね 350～400gであ

ったが商接種後も漸次休重の増加を見た．

2）副lま重量間接種後1月， 3月後は減少の傾向

があるが， 5 月後には槌加し，同時にその’ぷ~t もt曽加

が認められる．

3) 牌臓の重量及び結骸結節，重量に関しては今回

の実験データからは一定む変化を認め難い．結節It繭

接種後1～5月のものに大部分肉眼的にも認められ

る．併し民眼的に不明瞭なものについては組織篠木全

鏡検すると，額上皮細胞，淋巴時，乾両者変性等結核性

病変が認められ，そして結節は商接麗3月のもわに最

ー~~明に認められた．

4）副首1.fiAdrenalin含量商接種後日を経るにつ

れ減少の傾向あり，対照群及び関接種 1～日月後の

Adrenalin設の平均値を見るに，対照群は0.0295mg,

接種 1月では0.0220mg,3月で0.0208mg,5月で0.025

3mg, .Hpち商接種 I' :l月後には減少し， 5月後には

生IIうてt曽加する如く見えるが，之(:l：副白重量，体重憎

加による比般的噌量とも考えられるので， 副符 1g, 

f本軍 Ikgi二対する Adrenalin·~tq:,平均値を求める と第

6表に示めす如く漸次減少して居ることが認められ

る．

5) 脂1方頼粒及びピタミシC銀；傾粒の消長 対照群

に於てはス〆ンE染色性物質及びビタミンC銀願位は

毛主状層，東状層，網状層の三層に均等に点在する（写

真No.l）.商接種群に於ては両者とも遠心性に減少の

傾向為り（写真No.2～4）. そしてその波少度はビタ ミ

y C銀額位よりスダン阻染色性物質の方が著明であ

’・J・

総括並びに考接

私はブ ラシ Pプルト株人型結該繭%。。mgを接種し

た海狸及び対照として非接種海狸を同一条件で飼育

し， 1月， 3月， 5月後に屠設し副冴を易lj出し，その

Adrenalinを須孫一井上氏滋で定置した結果，結骸病

機の進展に／，！：.；じて Adrenalin量の漸減する事を認め

た．叉副r'fを組織化学的tこ観察すると，脂Iち頼粒，ピ

タミ ンC銀額粒も Adrenalinと同様に減少し，皮質組

織の網状！脅は堅苦悶となり，細胞排列の不！告，及び伎の

喜L縮辰在ヵ：見られた．向皮質鱒質何れにも結核性病変

を示めず組織｛象t士会海猿を通じて皆無であった．

結E査の如き全身性疾，密では病機の進展に伴うて副符

もその機冶に変調をふJくすであろうこ，とは誰しも想像す

る処である．併し従来の報告で司は主として動物実験的

に血格仰の変動七；1./ll話したに過ぎず，間接的に前i!J機

能を推論するに止ま るものが多かった．棋は副符を易l

仕1し，そむAdrenalin量を荷主義測定してそむ減量を確

認した．即ち結後病機の進民に応じて髄質機能低下の

あることを隊認することが111来た．一方皮質中に含ま

れる種々の物質中特に注目されるのはスダン E梁色性

の脂肪額粒及びビタミ yCである. Sayers~＞に依れば

此の両物質はI直接叉は間接に皮質ホルモy分泌と関係

らりとせられ，ACTHを注射すると皮質中のピFミ

y Cが減少し，その減少は皮質中のコレステロールよ

り速いと式われて居る．そして海猿に於ては副腎中の

ピタ ミン C宣~ftf.R反応に依うて坐ず、る銀頼、F立の量と概

ね平行する10）ので，スダン班染色性物質及びピFミy i 

C銀頼粒の減少（主皮質機能飲下を註する一つの反映と

見倣されるのである．

皮質ホルモνには Desoxycorticosterone型ホルモy

とCorticosterone烈ホルモνの二種II）凶あり， DeaM,

Gretp13＞は趨状腸は Desoxycorticosterone裂を，東状

層は Corticosterone型ホルモンを分泌すると推定して

居ゐ，即ち該ホJレモン分l!Jtiこ関しては皮質の周辺部が

より重要であると考えられる．私の実験に於ても皮質

機能と関係深いえダYIII梁色性物質及びピ!J.ンCは

その歪tに於て毛主状！醤，東状腸，網状層の）I院に配列され
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て居るが，これが病機の進展に応じて消失する湯合に

は，鱗状層，来状層，滋状層と逆！｜闘を辿る．即ち斯く
結 論

周辺部に肉って消返する事実は彼等の推論に一つの支 給茨モルモットに於てはその病機の進展に応 じ次の

持を与えるものであろう．そして叉此の両物質の消失 二点から副望号機能依下が推測される．

度を量的にb椴 して見ると， ピタミ y Cの方が消失i註 1) 髄質中のん！renalin量の削減

の少い点からして，皮質機能に関してはスダン E染色 2) 皮質中町ンスダン目染色性物質，ヒグミシC量の

性物質がより重大な役割を演ずるものとも想像される 湾！日成．

ょうである．

易lj Iii 副腎所見ガ~ 6表

症 例｜体 重gj i型If；~ I ~ぷ古川ャ最 I ~為自 ｜ 事？？？？五 I t~ l_kf-＇~~ 
I I I I I I mg I Y Y諮tgm 

350 190 0.0287 

倒： 1;i・ ①
317 140 0.0265 

（対側） ：由

482 140 0.0290 

427 220 0.0332 

422 180 0.0303 

415 160 0.0218 

接
400 150 0.0217 

1 fl ① 
397 100 0.0204 

① 385 120 0.0228 

⑪ 392 180 0.0235 

300 150 0.0221 

接
462 140 0.0211 

3 f @ 390 150 0.0191 

＠ 420 120 0.0204 

⑮ 395 160 0.0211 

＠ 487 230 0.0284 

f美 続ー
＠ 452 250 0.0282 

⑮ シi2 300 0.0230 
5 月

⑮ 404 210 0.0222 

＠ 455 210 0.0218 

欄筆に当って続々御指導．際的校闘の労を賜った近

藤教綬，rll川講師，小川所長に深謝致します．
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約機の進展に応じて No.l＿より l'¥o.'1に至 るにつれてスダン E染色性の府語、遠心性にii¥ili1.威し，ビタミ シC銀

狐；粒も悶様なJ伏態となる.fJ!し此の写』きではへマ トキシ 11y の色と λ ダンEの色 とを識別する弓付ま閤鰍であ

るが写良技術上やむを符？よい．


